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主　な　内　容
◆議案審議	 1・5・6面
◆一般質問	 2・3・4面
◆陳情・意見書	 5面
◆議会のうごき	 5面
◆ 9月定例会日程	 6面
◆表紙写真募集	 6面

秦
野
戸
川
公
園
の
水
無
川
上
流
で
川
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
（
撮
影
者
・
栗
原
正
行
さ
ん
）
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6 月
定例会

市
議
会
議
員
の

　
　  

　
　定
数
を
削
減

市
議
会
議
員
の

　
　
　
　  

定
数
を
削
減

永
年
勤
続
議
員
表
彰

〇
込
山
弘
行
議
員

　

昭
和
33
年
生
ま
れ
。
当
選
６
回
。
無

所
属
。
秦
野
市
議
会
議
長
、
監
査
委
員
、

秦
野
市
伊
勢
原
市
環
境
衛
生
組
合
議
会

議
長
等
を
歴
任
。
市
内
寿
町
在
住

〇
木
村
眞
澄
議
員

　

昭
和
25
年
生
ま
れ
。
当
選
４
回
。
無

所
属
。
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
、

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
等
を
歴
任
。

市
内
下
大
槻
在
住

　

５
月
23
日
に
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
込
山
弘
行
議
員
が
勤
続

20
年
、
木
村
眞
澄
議
員
が
勤
続
10
年
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
（
掲
載
は
勤
続
年
数
順
）

込山弘行議員

木村眞澄議員

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
22
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議

案
５
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
３
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
（
議
決
結
果
は
、
５
面
に
掲
載
）

議
提
議
案
第
１
号　
秦
野
市
議
会
議
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

議
会
の
活
性
化
と
機
能
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
適
正
な
議
員
定
数
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、
平
成
23
年
９
月

に
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
を
設
置
し

た
。
委
員
会
で
は
議
員
定
数
の
在
り
方

を
最
優
先
課
題
と
し
、
全
国
的
に
見
る

議
会
の
現
状
や
議
会
機
能
な
ど
か
ら
、

協
議
・
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
を

受
け
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
本
市
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
市
政
に
対
す
る
監

視
機
関
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
一
層
強

化
し
つ
つ
、
議
会
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
議
員
定
数
の
削
減
を

行
う
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
次

の
一
般
選
挙
（
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙

な
ど
）
か
ら
と
す
る
も
の
。

▼
主
な
質
疑

問　
提
案
理
由
に
「
本
市
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
」
と
あ
る
が
、
定
数
を
２
人

削
減
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
財
源
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答　
議
員
１
人
当
た
り
の
報
酬
は
期
末

手
当
を
含
め
年
間
約
７
０
０
万
円
で
、

そ
の
ほ
か
に
政
務
調
査
費
や
所
管
事
務

調
査
費
が
あ
る
。

問　
定
数
削
減
に
よ
り
、
監
視
機
能
は

低
下
す
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

強
化
す
る
の
か
。

答　
定
数
削
減
で
必
ず
し
も
監
視
機
能

が
低
下
す
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
議

員
一
人
一
人
が
議
会
基
本
条
例
の
理
念

に
の
っ
と
り
、
よ
り
一
層
の
議
会
活
性

化
と
機
能
の
強
化
を
図
り
つ
つ
市
民
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
議
員
定
数
を
２
人
削
減
す
る
根
拠

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
大
方
の
議
員
が
合
意
で
き
る
数
値

と
し
た
。
妥
当
性
に
つ
い
て
は
専
門
家

の
意
見
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
論
理
的
根
拠

や
合
理
的
基
準
で
示
す
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
断
定
す
る
根
拠
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
一
般
的
に
は
現
在

の
定
数
を
基
準
に
し
て
削
減
の
可
否
や

削
減
数
を
議
論
し
、
決
定
し
て
い
る
の

が
実
情
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　

景
気
の
悪
化
が
暮
ら
し
や
雇
用
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
市
民
か
ら
多
様
な
要
望

が
増
え
て
い
る
。
市
民
の
暮
ら
し
や
福

祉
な
ど
を
守
る
役
割
を
担
う
議
員
の
定

数
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
そ
の
パ
イ
プ

を
細
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
意
を
切

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

議
員
削
減
論
は
、
議
会
が
本
来
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
議

会
の
動
き
が
見
え
な
い
な
ど
の
議
会
不

信
論
か
ら
き
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、

市
民
の
た
め
の
議
会
改
革
を
進
め
る
た

め
に
議
員
自
身
の
資
質
の
向
上
と
住
民

の
代
表
と
し
て
、
質
の
高
い
議
会
に
転

換
す
る
好
機
で
あ
る
。

　

議
員
自
ら
が
身
を
削
り
、
議
会
改
革

へ
の
不
退
転
の
決
意
と
覚
悟
を
示
す
こ

と
は
市
民
の
理
解
と
共
感
を
得
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
定
数
削

減
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
議
会

と
議
員
の
役
割
な
ど
、
議
会
基
本
条
例

が
市
民
に
理
解
さ
れ
、
本
市
の
発
展
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
決
意
し
、
賛
成
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
会
改
革
と

機
能
強
化
に
向
け
て

〜
２
人
削
減
し
、24
人
へ
〜

さらなる議会の活性化へ


